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〔96〕ポーラスコンクリー トの摩耗 ･剥脱耐性評価に関する研究

三重大学大学院工学研究科建築学専攻

東海 コンク リー ト工業(秩)技 術部
重 大 学 工 学 部

1.まえがき

ポーラスコンクリートは､環境改善に対する機能が期待さ

れ､透水性舗装や護岸工法などの多くの場で使用されて

いる.ポーラスコンクリートは路盤や護岸の表層を構成する

ことが一般的であるため､経年または劣化に伴う骨材の剥

落･剥脱が発生することが懸念され､それらに対する抵抗

性の評価が必要となる1㌔
著者らはこれまでの実酵)において､奥田式すり-り試

験によりポーラスコンクリートの摩耗･剥脱の定量的な評価

が基本的に可能であることを確認している｡本論文では､

奥田式すり-り試験に対して､供試体製作時の締固め方法､

型枠防護板の設置等､改良した試験方法で剥脱耐性試験

を行い､各種因子の影響の把握を試みた結果を報告す

る｡

本研究におけるポーラスコンクリートの剥脱とは､外力が

加わった場合に､骨材および結合材のすり-り､剥落､飛

散等を含めた表面損傷が生じることを意味し｣剥脱耐性は

それに対する原形の保持能力として定義する｡

2.実験の概要と試験方法の改良点

本実験では､空隙率､結合材強度､骨材粒径､締固め方

法を主な要因として2-3水準を設定し､奥田式すり-り試

験を､-0--)などの改良を加えた試験方法(図1)で実施し
た｡

表1に使用したコンクリートの調合条件を示す｡
試験では､30分毎に供試体を試験機から取り外して洗

浄し､すり-り減量を測定した｡

表 1コングノートの調合

仕 様 目 標空隙率 目標結口材強度1 調 合 単位 量 (kg/m3)水/セ 水斉 水 セメントFA 砕石∩ 砕石El 砕石 細骨
帆 / つヲ 1ヲ

POC-5 20% 90 30% 0.1% 121 403 0 1501 0 0 0

POC-6 20% 130 25% 0.1% 106 424 0 0 1512 0 0
25% 90 30% 0.1% 93 309 0 01512 0 0
20% 90 30% 0.1% 117 390 0 0 1512 0 0

15% 90 30% 0.1% 141 471 0 0 151200
20% 40 30% 0.1% 117 19514101512 0 0

POC-7 20% ･90 30% 0.1% 130 434 0001450 0
注 1)ペースト先練り方式とする｡ 2)結合材のフロー値を測定する｡
3)28日間水中養生｡ 4)FA:フライアッシュ､G:粗骨材､S:細骨材

○中川 武志
犬飼 利嗣
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図 1改良を加えた奥田式すりへり試験機

写真 1専用締固め機とその操作状況

丞 供試体専用締固め機の製作

計画した供試体の晶質を実現するため､写真 1に示

す高周波バイブレータ(240Hz､48V､5.5A)を組み入れ
た専用振動圧縮締固め機を製作し､使用した｡

ロ)鋼片の形状

鋼片の形状や大きさの効果を把握するため､次の3種

類を使用した｡

① 鋼現′J,) ¢29rrm､21個､合計質量1997g
② 立方体24×24×24rrm､18個､合計質量1966g

③ 紳利大)平均445mm､ 5個､合計質量2011g

ハ)供試体周辺部防護板の取り付け

既報の結果から､奥田式試験機では､試験時に鋼片

が供試体型枠に当たり､周辺部の剥脱が起こりやすくな

る問題が見られた｡この影響を低減するため､供試体サ

イズを3∝)mmX150m とするとともに､供試体の型枠周
辺部の鋼製防護板を取1り付けた｡

3.実験結果

11種の供試体について剥脱耐性試験を 150分まで実

施し､同一種類の供試体につき各 2個ずつすり-り萄剥
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脱量)を計測した｡供試体の試験面は､設置した防護板の

効果で周辺の局部的な剥脱は発生せず､ほぼ均一に剥

脱･すり-りが進行していた｡

すり-り係数は､勾 1】を用いて求め､すりへり面積は

試験後の供試体の実測結果から求めた｡

Ac-(Wl- W 2) / D･A

ここに､Ac:すり-り係数 (cm3/cm2)､

Wl:試験前の試験体質量旭､

W2:すり-り後の試験体質量 (由､
β :試験体のかさ密度(g/cm3)､
A :すり-りを受けた面積 (cm2)

【1]

図2に､すり-り係数3)と経過時間の関係の例を示す｡

累積のすり-り量は時間経過に伴い､ほぼ一定の比率

で増加している｡剥脱(すり-り)耐性の比較のための指

標として､経過時間とすり-り係数の関係から原点を通る

直線近似式を求め､その傾きをすり-り速度と定義して

用いる｡'

図3-図7に各種条件のすり-りに対する影響を示す｡

図 3に､空隙率とすり-り速度の関係を示す｡空隙率が

大きくなるほどすり-り速度が大きくなると予測されたが､

図では空隙率との相関があまりない結果となった｡

図 4に､結合材強度とすり-り速度の関係を示す｡結

合材強度が大きくなると､すり-り速度が小さくなる｡

図 5に､圧縮強度とすり-り速度の関係を示す｡圧縮

強度がある程度以上大きくなると､すり-り速度は小さく

なると見られる｡
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図2経過時間とすりへり係数の例
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図5圧箱強度とすりへり速度の関係
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図 6に､骨材の代表寸法(骨材の中心粒径)とすり-り

速度の関係を示す｡鋼立方体では骨材代表寸法が大きく

なるとすり-り速度が大きくなるようにも見えるが､顕著な

差はみられない｡

図7は､締固め方法(専用締固め機およびコテ仕上げ)

によるすり-り速度の比較である｡専用締固め機により製

作した供試体は､すり-り速度が小さい｡

なお､鋼片形状の影響は条件により異なり､明確な傾向
は得られなかった｡

4.まとめ

1)ポーラスコンクリートの剥脱耐性は､奥田式すり-り試

験の試験方法の改良により､実用的に評価できる可能
性が大きい｡

2)すり-り速度に対して､結合材強度､圧縮強度および

締固め方法との相関が強く､空隙率および骨材寸法と

の相関は弱い｡また鋼片形状の影響については条件

により異なり､傾向が判断しにくい｡
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図3空隙率とすりへり速度の関係
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図6骨材寸法とすりへり速度の関係
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図4結合材強度とすりへり速度の関係
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図7締固め方法によるすりへ り速 度 の比較




